
Ｈ17

指標の基準値の定義 目標値の考え方（根拠）

市営自動車駐車場利用台数

基準値

平成1７年度の市営自動車駐車場利用台数 平成20年度以降、基準値の１％ずつ利用台
数が増加するよう設定

平成19年度（決算）

926,188 523,400

26,726

事業費/
人員

指標１
（単位：台）

事業費/
人員

指標２
（単位：台）

事業費/
人員

2,100,000

目標値

2,140,0002,120,0002,100,889

目標値 実績値 実績値実績値 目標値 目標値

2,041,547 2,080,000

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

　本市では買物等のため商業地に出入する自動車が多い中、交通機能の改善・向上や商業・業務機能の強化等を図る観点から、橋
本駅・相模原駅・相模大野駅の周辺地区を駐車場整備地区に指定し、一定規模以上の建築物の新築・増築などを行う場合の駐車施
設の附置を義務付けているほか、公共駐車場等の整備を進め、現在５箇所の市営自動車駐車場の管理運営を行っている。
　
　・相模大野立体駐車場管理運営
　・橋本駅北口第１自動車駐車場管理運営　　など

２　事業費・人員      　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

年度 増減の主な理由

３　成果・活動指標

平成17年度（決算）

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

合計

事業費

人件費

指標名

952,914

＊人件費は、職員一人あたり　Ｈ17：805万円、Ｈ19：805万円として算定。人口は、66.7万人（Ｈ18.4.1現在）、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）とした。

小田急相模原駅自動車駐車場整備事業費が減少したため。

1,389 741

523,400

32410

都市建設局

駐車場対策課

１　施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

西丸　三千則課長名

指標４

指標３

躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

第２章　質の高い都市基盤の整備を進めます

第４節　自動車・自転車駐車対策の推進

自動車駐車対策の推進

指標２

指標１

指標５

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

指標５
（単位：％）

指標３
（単位：台）

事業費/
人員

指標４
（単位：％）

◆総合計画における位置付け等 平成20年6月　日記入

平成20年度　施策評価シート

事業費/
人員



4　2　1

前回（Ｈ18）評価結果との比較分析

4　2　1

合計

１次評価

Ａ

２次評価客観的に成果を測定できる指標設定を行う必要がある
【修正を行わない理由】
　平成１８年の道路交通法の改正による違法駐車の取締りの強化に伴い、違法駐車の減少及び民間一時貸し駐車
場の増加が見られる中で、路上駐車台数の指標については、市の施策の成果というよりも道路交通法の改正とい
う別の要素が大きく影響する指標となってしまったため、市の施策による成果としては使用できない指標であると判
断し、市民に対して最も分かりやすい指標として、自動車駐車場の利用状況を設定したものである。

6
評価結果に基づく区分（２項目の合計点数による）

　Ａ（6点以上）　　Ｂ（5点・4点）　　Ｃ（3点以下）

７　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

Ａ

６　課題と解決策（現状または、評価結果から）

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事業
展開している

評価基準・
着眼点

評価点

4　2　1

4　2　1

４　市民満足度調査結果（平成20年度実施分）
○この施策の満足度は3.096で121施策の中で80番目。
○重要度は4.012で41番目である。
○改善要望度は0.1665で30番目である。
○年齢別にみると、満足度は70歳以上で最も高く、20代で
最も低くなっている。重要度は20代で最も高く、40代で最も
低くなっている。
○地区別にみると、満足度は西部で最も高く、津久井で最
も低くなっている。重要度は北部で最も高く、津久井で最も
低くなっている。

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

視点の
種類

５　１次評価（２つの視点から評価を行う）

有効性

Ｈ18評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

Ａ

課題
　二輪自動車の収容台数の確保や市営自動車駐車場の更なる利用率向上のための対策が必要である。

解決策
　市営自動車駐車場において二輪自動車の駐車スペースの確保や利用啓発、民間との役割分担などの方策
について検討する。

市民満
足度

自動車駐車対策の推進

津久井

南部

西部

北部 70歳以上
60代

50代

40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　 3.178

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　

←
　
重
要
度
　

→
　
低
い

平均　 3.859



コード 32410

構成事務事業一覧

単位：千円

事務事業
担当課

構成事務事業
Ｈ19決算見込

（事業費）
Ｈ20予算
（事業費）

Ｈ21見込額
（事業費）

事業効果
の高い

指標番号

前回の
優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17決算額
（事業費）

Ｈ１７合計
（人件費含む）

駐車場対策課
相模大野立体駐車場管理運

営費
119,256 125,849 124,819 1 1 0.70 131,124 136,759

駐車場対策課
相模原駅自動車駐車場管理

運営費
58,975 67,581 64,959 1 1 0.70 63,755 69,390

駐車場対策課
橋本駅北口第１駐車場管理

運営費
182,597 191,200 183,744 1 1 0.70 194,363 199,998

駐車場対策課
橋本駅北口第２駐車場管理

運営費
119,323 129,766 125,932 1 1 0.70 122,553 128,188

駐車場対策課
小田急相模原駅自動車駐車

場管理運営費
32,783 92,068 92,760 1

駐車場対策課 駐車場維持補修費 8,928 14,200 14,200 1 2 0.01 8,643 8,724

駐車場対策課
民間自動車駐車場整備促進

事業
1,538 179 179 1 3 0.01 5,750 5,831

小田急相模原
駅周辺整備事

務所

自動車駐車場整備事業負担
金

1 0.50 400,000 404,025

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

523,400 620,843 606,593 3.32 926,188 952,914

自動車駐車対策の推進


